
 

「歩いた道のり（過程）を価値づける」 
教務主任 小山 映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより松野尾 
 

           No.３ 

     令和８年６月２５日 

発行 新潟市立松野尾小学校 

前日の雨や当日の強風が心配されましたが、暑さの心配がなく涼しい環境の中で「全校弥彦登山」を実施する

ことができました。今年も、参加児童７３名に加え、温かく支えてくださったボランティアの皆様を合わせる

と、総勢１００名を超える大規模な学校行事となりました。長い道のりの登山でしたが、子どもたちはそれぞれ

に期待と少しの不安を胸に抱きながら、力強く一歩を踏み出していました。 

体格や体力が異なる全校児童が一緒に登るため、進む歩調はグループによって様々です。足取り軽く先頭を進

む子もいれば、険しい上り坂に何度も足を止めそうになる子もいました。しかし、そこには、「一人でかかえる

苦しみ」が薄れるほどに、「がんばれ！ あと少しだよ」「荷物、少し持とうか？」という互いを思いやる声があ

ふれ、木々の間から何度も聞こえてきました。１００名以上の心が一つになり、全員で成し遂げた、本当に素晴

らしい全校登山でした。 

子どもたちのそれぞれの頑張りに、心からの拍手を送りたいと思います 。中には、今回の登山を振り返り、

「とにかく大変だった 」「つらくて苦しかった」という印象が強く残っている子もいるかもしれません。その正

直な感想もまた、全力で山に向き合ったからこその本音です。だからこそ、その「つらさ」の先にある価値に目

を向けたいと考えています。大切なのは、山頂に立てたことだけではありません。途中で足が止まりそうになっ

ても、自分の力で再び前を向いたこと。弱音を吐きながらも、最後まで自分の足で歩ききったこと。その道中の

一歩一歩にこそ、何物にも代えがたい「自分に打ち勝った」という確かな価値があります。そして、子どもたち

にこの価値を気付かせるのは、私たち大人の役目なのです。 

「大変だったけれど、やりきることができた」。この経験は、これからの学校生活で困難に直面したとき、子

どもたちの心を支える強い自信へと変わるはずです。ご家庭でも、ぜひ道中の頑張りや諦めなかった姿を具体的

に褒め、価値付けてあげてください。最後になりますが、安全な登山を支えてくださったボランティアの皆様

に、心より深く感謝申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な行事予定 

１日(水) 全校朝会  

２日(木) 自然体験教室１日目（5年） 

３日(金) 自然体験教室２日目（5年） 1学年PTA行事 

６日(月) 委員会（5・6年） 

８日(水)  Well-Being Day（4時間授業） 

１０日(金) 第２回通学班会議 

１３日(月) ４時間授業 個人懇談会① 

１５日(水)  Well-Being Day（4時間授業）個人懇談会② 

２３日(木)  ４時間授業 4学年PTA行事 

２４日(金) 夏休み 陸上現地練習【バス移動】 

２８日(火) 陸上競技記録会西地区大会 

【現地集合】 

３０日(木)・３１日(金) 陸上競技記録会予備日 

 

※ 夏休み明け登校日は、８月２７日(木)です。 

 

 のぼるのがたいへんでした。１年生の時は、

体力が２くらいでした。でも、２年生になっ

たら３くらいにふえて、少しらくになってう

れしいです。のぼったあとのおべんとうがお

いしかったです。来年は、体力を５にしてが

んばりたいです。 

             ２年 Ｙさん 

 「最後まで登りきれるかな」

「つかれないかな」と少し心配

だったけれど、最後まで登りき

れてよかったです。はん長さん

が、「休けいする？」「もうちょっ

とだよ」と言ってくれたり、ボラ

ンティアの方が下級生の荷物を

持ってくれたりしました。そん

なみんなの協力で、登りきれた

のだと思います。 

４年 Ｙさん 


